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第1特集

全世界の大学や教育・研究機関、企業、地域ネットワーク、パソコン通信サー
ビスなどを結んで張り巡らされた世界最大のネットワーク、インターネットは、
いま次世代コミュニケーションに欠かせないインフラストラクチャに成長しよ
うとしている。
その規模の大きさによって国境を越えたコミュニケーションが簡単に実現で
きるメリットは、ネットワークの利用分野を大きく広げてきた。
そして、ごく近い将来、テレビ、電話、ビデオといった家庭電気製品までも含
めた、より私たちの生活に密着したデジタルコミュニケーションの基盤に発展
するのはまちがいない。
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AF : Afghanistan
AL : Albania
DZ : Algeria
AS : American Samoa
AD : Andorra
AO : Angola
AI : Anguilla
AQ : Antarctica
AG : Antigua and 

Barbuda
AR : Argentina
AM : Armenia
AW : Aruba
AU : Australia
AT : Austria
AZ : Azerbaijan
BS : Bahamas
BH : Bahrain
BD : Bangladesh
BB : Barbados
BY : Belarus
BE : Belgium
BZ : Belize
BJ : Benin
BM : Bermuda
BT : Bhutan
BO : Bolivia
BA : Bosnia-Herzegovina
BW : Botswana
BV : Bouvet Island
BR : Brazil
IO : British Indian 

Ocean Territory
BN : Brunei Darussalam
BG : Bulgaria
BF : Burkina Faso
BI : Burundi
KH : Cambodia

CM : Cameroon
CA : Canada
CV : Cape Verde
KY : Cayman Islands
CF : Central African 

Republic
TD : Chad
CL : Chile
CN : China
CX : Christmas Island
CC : Cocos Island
CO : Colombia
KM : Comoros
CG : Congo
CK : Cook Islands
CR : Costa Rica
CI : Cote d’Ivoire
HR : Croatia
CU : Cuba
CY : Cyprus
CZ : Czech Republic
DK : Denmark
DJ : Djibouti
DM : Dominica
DO : Dominican 

Republic
TP : East Timor
EC : Ecuador
EG : Egypt
SV : El Salvador
GQ : Equatorial Guinea
EE : Estonia
ET : Ethiopia
FK : Falkland Islands
FO : Faroe Islands
FJ : Fiji 
FI : Finland
FR : France

GF : French Guiana
PF : French Polynesia
TF : French Southern 

Territories
GA : Gabon 
GM : Gambia
GE : Georgia
DE : Germany
GH : Ghana
GI : Gibraltar
GR : Greece
GL : Greenland
GD : Grenada
GP : Guadeloupe
GU : Guam
GT : Guatemala
GN : Guinea
GW : Guinea-Bissau
GY : Guyana
HT : Haiti
HM : Heard and 

McDonald Islands
HN : Honduras
HK : Hong Kong
HU : Hungary
IS : Iceland
IN : India
ID : Indonesia
IR : Iran
IQ : Iraq
IE : Ireland
IL : Israel
IT : Italy
JM : Jamaica
JP : Japan
JO : Jordan
KZ : Kazakhstan
KE : Kenya

KI : Kiribati
KP : Korea 

(Democratic People’s 
Republic of)

KR : Korea
(Republic of)

KW : Kuwait
KG : Kyrgyz Republic
LA : Lao People’s 

Democratic Republic
LV : Latvia
LB : Lebanon
LS : Lesotho
LR : Liberia
LY : Libyan Arab 

Jamahiriya
LI : Liechtenstein
LT : Lithuania
LU : Luxembourg
MO : Macau
MK : Macedonia
MG : Madagascar
MW : Malawi
MY : Malaysia
MV : Maldives
ML : Mali
MT : Malta
MH : Marshall Islands
MQ : Martinique
MR : Mauritania
MU : Mauritius
YT : Mayotte
MX : Mexico
FM : Micronesia
MD : Moldova
MC : Monaco
MN : Mongolia
MS : Montserrat

MA : Morocco
MZ : Mozambique
MM : Myanmar
NA : Namibia
NR : Nauru
NP : Nepal
NL : Netherlands
AN : Netherlands 

Antilles
NR : Neutral Zone
NC : New Caledonia
NZ : New Zealand
NI : Nicaragua
NE : Niger
NG : Nigeria
NU : Niue
NF : Norfolk Island
MP : Northern Mariana 

Islands
NO : Norway
OM : Oman
Pk : Pakistan
PW : Palau
PA : Panama
PG : Papua New Guinea
PY : Paraguay
PE : Peru
PH : Philippines
PN : Pitcairn
PL : Poland
PT : Portugal
PR : Puerto Rico
QA : Qatar
RE : Re’union
RO : Romania
RU : Russian Federation
RW : Rwanda
SH : Saint Helena

KN : Saint Kitts and 
Nevis

LC : Saint Lucia
PM : Saint Pierre and 

Miquelon
VC : Saint Vincent and 

the Grenadines
WS : Samoa
SM : San Marino
ST : Sao Tome and 

Principe
SA : Saudi Arabia
SN : Senegal
SC : Seychelles
SL : Sierra Leone
SG : Singapore
SK : Slovakia
SI : Slovenia
SB : Solomon Islands
SO : Somalia
ZA : South Africa
ES : Spain
LK : Sri Lanka
SD : Sudan
SR : Suriname
SJ : Svalbard and Jan 

Mayen Islands
SZ : Swaziland
SE : Sweden
CH : Switzerland
SY : Syria
TW : Taiwan, Province 

of China
TJ : Tajikistan
TZ : Tanzania
TH : Thailand
TG : Togo
TK : Tokelau

TO : Tonga
TT : Trinidad and 

Tobago
TN : Tunisia
TR : Turkey
TM : Turkmenistan
TC : Turks and Caicos 

Islands
TV : Tuvalu
UG : Uganda
UA : Ukraine
AE : United Arab 

Emirates
GB : United Kingdom
US : United States
UM : United States Minor 

Outlying Islands
UY : Uruguay
UZ : Uzbekistan
VU : Vanuatu
VA : Vatican City State
VE : Venezuela
VN : Vietnam
VG : Virgin Islands 

(British)
VI : Virgin Islands 

(U.S.)
WF : Wallis and Futuna 

Islands
EH : Western Sahara
YE : Yemen
YU : Yugoslavia
ZR : Zaire
ZM : Zambia
ZW : Zimbabwe
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世界のネットワーク接続状況
インターネットによる接続
Bitnetによる接続
電子メールのみ（UUCP、FidoNet、またはOSI）
接続されていない
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インターネットは
何ができるか？

インターネットの バイブル『TheWhole

Internet（日本語版タイトル：インター

ネットユーザーズガイド）』の中で、その

著者エド・クロールは、「パソコンそのも

のは偉大な発明です。しかし、コンピュ

ータというものは、他のものと接続する

ことによって新たな付加価値を生み出す

ものなのです」と言っている。世界中の

コンピュータがネットワークにつながり、

それぞれがネットワークを通じて互いに

話し合うなどという、以前はSF作家だけ

が考えたことが、もはや現実のものとな

っている。

ある人たちは、電子メールを使って友

人と手紙のやり取りをしている。その友

人は、ときには地球の裏側に住む人だっ

たりする。またある人たちは、ネットワ

ークを利用するすべての人に向けて、情

報を提供している。それは、ときにはホッ

トな音楽の情報だったり、またときには彗

星が衝突した木星の写真だったりする。

1960年代の終わりに米国で誕生したイ

ンターネットは、その後全世界にそのネ

ットワークを広げ、我が国でも昨年から

商用利用が可能になった。これまでは、

学術研究に目的が限定され、利用できる

人も限られていたが、これによって商用

ネットワーク接続サービスを行う「ネッ

トワーク・サービス・プロバイダー（NSP）」

と契約すれば、誰でもビジネスに使用す

ることが可能になった。

インターネットが企業にも開放された

ことで、いま、我が国のインターネット

のユーザー数は急速に伸びている。たと

えば、海外に支社を持つ企業は、ビジネ

ス情報の交換のためにインターネットを

利用するケースが増えつつある。また、

インターネットを利用した新しいビジネ

スを展開する企業も見かけるようになっ

た。さらに、キャンパスネットワークも

整備が進み、コンピュータやネットワー

クの研究者たちだけでなく、文学や政治、

経済といった分野の研究者たちもインタ

ーネットを利用し始めている。

また最近の注目すべき大きな変化とし

て、大手パソコン通信がこぞってインタ

ーネットへの接続サービスを開始したこ

とが挙げられる。使用できる機能は限ら

れているものの、100万人以上いると言

われているパソコン通信ユーザーがイン

ターネットを利用できるようになったわ

けであるが、まだそれに気付いていない

ユーザーも多い。

世界中に張り巡らされたネットワーク

を通じて、私たちは何をすることができ

るのか？それは、ひとえに私たちの想像力

に懸かっているといっても過言ではない。

まずは、インターネットが現在どのよ

うに利用されているのか、その現状から

見ていくことにしよう。

●日本のインターネット環境

NSP
ネットワークサービスプロバイダー

商用　　　　　　　　非営利

個人

世界へ

パソコン通信

企業

政府

大学・研究所

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE No.1 045

THE INTERNET WORLD

第1特集

電子メールは、あるコンピュータのユー

ザーが、別のコンピュータのユーザーに対

して、メッセージを送る仕組みであり、

インターネットにおいては、コミュニケーシ

ョンのための基本機能となっている。

電子メールを使うと、どんなに離れて

いる人にでも、短時間でメッセージを送

ることができる。しかも、受け取る人は

好きなときに読めばよい。電話のように

作業を中断されることもないし、時差を

気にしながらかける必要もない。

電子メールは、会社や学校などのLAN

やパソコン通信でも利用されているが、

インターネットの電子メールの魅力は何と

いっても、その届く範囲の広さにある。

現在では、世界 160か国とのやりとりが

可能になっている。

なぜ、電子メールは届く？
世界中でユニークな電子メールアドレス

インターネットの利用者は、それぞれが

世界中に１つしかない電子メールアドレ

スを持っている。郵便を送るときは宛先

を書くように、電子メールを送るときも、

宛先としてこの「電子メールアドレス」を

指定しなければならない。

電子メールアドレスは、図のように、ユ

ーザー名、区切り記号、ドメイン名によ

って構成されている。ユーザー名は、ユ

ーザーが利用しているホストの中で１つ

しかないユニークな名前であり、多くの

場合コンピュータの利用者IDが使われて

いる。またドメイン名は、ふつう、所属す

る組織の名前である。もし組織に複数の

ホストがある場合には、ドメイン名にはサ

ブドメイン名（部署やホストの名前を使う

ことが多い）が付加される。

では、このような宛先から、どのよう

［1］電子メール

Return-Path: shige@theta.iis.u-tokyo.ac.jp
Received: by theta.iis.u-tokyo.ac.jp (5.64/6.4J.6)
id AA18106; Mon, 1 Aug 94 16:21:52 JST
Message-Id: <9408010721.AA18106@theta.iis.u-tokyo.ac.jp>
To: iis-admin@iis.u-tokyo.ac.jp, iis-postmasters@iis.u-tokyo.ac.jp
Cc: shige@theta.iis.u-tokyo.ac.jp
Subject: iota will be down at 8/5.
Date: Mon, 01 Aug 1994 16:21:50 JST
From: Shigeki Yoshida <shige@iis.u-tokyo.ac.jp>

電子計算機室の吉田です。

電子計算機室のワークステーション iota の CPU ボード交換のため、
8/5 (金) 9:00 - 10:00 の予定で iota が止まります。

長時間のバックグラウンドジョブを実行されている方/される予定の
方は特にご注意下さい。(その時点でジョブが強制終了されますので、
計算などが無効になります)

--
東京大学・生産技術研究所・電子計算機室

吉田茂樹 (shige@iis.u-tokyo.ac.jp)

ヘッダ

宛先、タイトル、送信者、送
信日時、受信日時、中継
ホストなどが書かれている
これを見れば、手紙の配送
されたルート、配送にかか
った時間などがわかる

サイン

本文の最後にはsignature
と呼ばれる「サイン」がつ
けられることが多い

本文

●電子メールの例

これがインターネットの世界だ

shige@theta.iis.u-tokyo.ac.jp

co:企業
ac:大学・研究機関
ad:ネットワーク管理組織
go:政府関係
or:上記以外の組織

shige@theta.iis.u-tokyo.ac.jp

国名組織名 組織の種類ホスト名

区切り記号

サブドメイン名 ドメイン名ユーザー名

●電子メールアドレス

にして相手を探し出してメールを届ける

のだろうか？

インターネットの場合は、まず宛先のド

メイン名が、IPアドレスと呼ばれる全世

界に１つしかない32ビットの数値に変換

される。次に、このIPアドレスを持つホ

ストに向かって、電子メールを積んだパケ

ットが送り出される。送り出されたパケッ
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トは、インターネットを管理するコンピュ

ータによって配送するルートが決定され、

目的のホストに届けられるというわけだ。

インターネットの場合は、「ネットワーク

は信頼性が低く、ときには切断されるこ

ともある」という考え方でシステムが設計

されている。パケットを配送するルートは

固定されておらず、その時点で最適なル

ートを選択するようになっている。

メーリングリストは、
グループコミュニケーションのツール

電子メールは、１対１の通信が基本だ

が、宛先の電子メールアドレスを並べて

指定することで、同時に複数の人に同じ

手紙を送ることができる。これを利用す

ると、電子メールで複数の人と議論をす

ることが可能だ。

メーリングリストは、それをさらに拡張

したものである。まず、メンバーを設定

ファイルに登録しておく。もしメンバーの

誰からかメールが到着すると、それを他

のメンバー全員に自動的に配信する。こ

れによってグループでの議論が可能にな

るわけである。

メーリングリストには、誰でも参加で

きるものと、特定の団体の会員や、特定

の部署の人だけが登録されているものも

あ る 。誰 で も 参 加 で き る も の は 、

NetNewsなどを通じてその情報が公開さ

れており、コンピュータやソフトウェアに

関するものから、生活に関する情報交換、

趣味の話題など、数多くのものがある。

電子メールのヘビーユーザーは、
メールリーダが欠かせない

メーリングリストに参加すると、とたん

に届く電子メールの数が増える。本当に

必要なメールがメーリングリストからのメ

ールに埋もれてしまって、次第に収拾が

つかなくなる。そのようなときに役立つ

●メールリーダの例

のが、「メールリーダ」と呼ばれるアプリ

ケーションである。

ソフトによって、その機能はまちまちだ

が、新規到着のチェック、新規メールの

作成、宛先の登録、の受信したメールの

分類保管および一覧、受信したメールへ

の返信作成や転送、サインの登録といっ

た機能が装備されている。

POP機能を持つものは、遠隔地から自

分が普段使っているメールサーバにアク

セスして届いたメールを手元に持ってく

ることができる。たとえば出張先で自分

に届いているメールを読むといったことが

可能になる。

電子メールは進化する。MIMEは
マルチメディア化のための拡張仕様

画像や音声などのバイナリデータを電

子メールに乗せる場合、これまでは

uuencodeやishなどを使っていったんテキ

ストに変換して送っていた。受け取った側

では、反対にテキストからバイナリに復元

するわけである。しかしこの方法は、標

準仕様と呼べるものがなく、送る側も受

け取る側も、変換を人手でやらなければ

ならないという不便さがあった。

このような理由から、電子メールのマ

ルチメディア化がいろいろ検討されてき

た。その１つが、MIME（マイム）である。

MIMEでは、メールヘッダとメールボディ

ーの拡張が提案されている。メールヘッ

ダは、ヨーロッパ各国語などの１バイト系

コードと、漢字などの２バイト系コードが

使用できるように拡張されている。また

メールボディーでは、画像、音声、動画

をサポートし、別ファイルへのリンク情報

も添付できるようになっている。

ただ現在は、MIME仕様をサポートし

たアプリケーションが少ないので、誰もが

利用できるとはいえない。実用化までに

は、まだ少し時間がかかりそうだ。
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NetNewsは、よくパソコン通信の電子

掲示板（BBS）に例えられる。

パソコン通信の場合、BBSは１つのホ

ストによって運営され、その会員しかアク

セスできない。

インターネットのNetNewsの場合は、世

界中に散在する数多くのニュースサーバ

によって運営されている。それぞれのニュ

ースサーバは相互に新しく書き込まれた

記事を交換し合っているので、どのニュ

ースサーバの内容もほとんど同じになっ

ている。つまり誰かが書き込んだ記事は、

インターネットを通じて、世界のニュース

サーバに配信されるわけである。ユーザ

ーがNetNewsを読む場合は、自分がアク

セス権を持っているニュースサーバにアク

セスすることになる。

NetNewsはその性格や内容によって、
ニュースグループに分類されている

NetNewsの記事は、その性格や話題

に応じてグループに分けられている。パ

ソコン通信では、これを「フォーラム」な

どと呼んでいるが、インターネットでは、

「ニュースグループ」という。グループに

分けられていることで、自分の興味があ

るものだけを選択して読むことができる。

また記事を書く場合も、適切なニュース

グループを選択することで、本当に興味

を持っている人に読んでもらうことがで

きるのである。

ニュースグループは世界的なものから、

特定の地域、特定の組織や部署用のもの

までいろいろあるが、下の表にいくつか

の例を紹介する。

ここに示したものはおもに性格によっ

て分類されている「トップニュースグルー

プ」と呼ばれるもので、これらの下に話

題ごとのニュースグループ群が存在して

いる。これらはいずれも世界中に転送さ

れているものだが、トップニュースグルー

プは、これ以外にも非常に多くのものが

ある。

なお「USENET」とは、NetNewsの初

期の頃から利用されているニュースグル

ープ群で、fjと同様に特定の組織や団体

が管理・運営をしているわけではないが、

利用者全員の合意のもとに統一された運

営が行われている。

［2］NetNews

●おもなニュースグループ

ニュースグループ 

fj

tnn

jp

comp

news

rec

sci

soc

talk

misc

alt

bionet

biz

gnu

k12

vmsnet

内容 

おもに日本語によって議論をするためのもの。特定の組織や団体が管理・運営をしているわけではなく、利用者全員の合意に基づいて運営されている。現在のところ営利目的の記事の投稿はできない（日本語） 

IIJが主催する営利目的の記事を投稿できるニュースグループ （日本語） 

日本のIP接続組織用のニュースグループ（日本語）  

USENETのうちコンピュータに関する話題用（英語） 

USENETのうちNetNewsに関する話題用（英語） 

USENETのうち趣味に関する話題用（英語） 

USENETのうち科学に関する話題用（英語） 

USENETのうち社会問題に関する話題用（英語） 

USENETのうち各種の議論用（英語） 

上記以外のUSENETの話題用（英語） 

USENETニュースグループ群に代わる、各種の話題用。非常に緩いルールしかなく、かなり自由にニュースグループを作成して利用できる（英語） 

医学・生物学の話題用（英語） 

ビジネスの話題用（英語） 

FSF（フリーソフトウェアファウンデーション）やその製品（GNUプロダクト）に関する話題用（英語） 

アメリカにおけるネットワークを使った教育の実験のためのニュースグループ（英語） 

DEC VAX/VMS OS に関する話題用（英語） 

THE INTERNET WORLD
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TELNETやFTPを使うと、現在使用し

ているコンピュータを介して、遠く離れ

た場所にある別のコンピュータを操作し

たり、2つのコンピュータ間でファイルを

転送したりすることができる。

これを使えば、サテライトオフィスのよ

うな環境を作ったり、遠く離れたスタッ

フが共同でソフトウェアの開発やドキュメ

ントの作成をすることができる。また、出

張先からパソコン通信を経由して普段使

っているコンピュータにアクセスし、メー

ルを読むといったことも可能になる。

インターネットでは、TELNETの機能を

使って文献検索や各種のデータベース検

索、通信教育などのサービスを提供して

いるところもある。

当然ながら、別のコンピュータにアクセ

スしたりファイルを転送したりするには、

そのコンピュータのアカウント(利用資格)

がなければならない。そこで、これらのサ

ービスを提供しているサイトでは利用でき

る機能を特定のものに限定して、誰でも

自由に利用できるようにしてあるわけだ。

AnonymousFTP（匿名FTP）は、
誰でも自由にアクセス可能なサーバ

anonymous FTPはファイルを特定のも

のに限定することで、誰でも自由にアク

セス可能にしたサーバである。インターネ

ットには、数多くのanonymous FTPサイ

トがあって、フリーソフトウェアやシェアウ

ェア、各種ドキュメント、画像や音声デー

タなどが提供されている。

anonymous FTPを利用するには、ftp

コマンドを使う。ログインするときは、ユ

ーザーIDを、「anonymous」と入力すれ

ばよい。anonymous FTPは、多くの場合

は、/pubの下に置かれている。

キャラクタベースのftpコマンドも操作は

難しくないが、最近ではMacintoshの

Fetchのように、ftpコマンドを知らなくて

も簡単に操作できる優れたツールがフリ

ーウェアとして出回るようになった。

電子メールを使ったFTPサービス、
FTPメール

FTPは、リアルタイムのファイル転送なの

で、IP接続されているサイト間でしか利用

することができない。そこでUUCPでイン

ターネットに接続している場合は、FTPメ

ールというファイル転送機能を使ってファ

イルのやりとりをすることになる。

FTPメールサービスを行っているサイト

に、ftpコマンドを書いたメールを送ると、

そのコマンドを実行してファイルを検索

し、目的のファイルを見つけて電子メー

ルに載せて送り返してくれる。

［3］TELNET、FTP

●TELNETによる書籍の通信販売
米国Book Stack Unlimited社の書籍通信販売（telnet://books.com）
は、TELNETで行っている。書籍データベースを持っていて、著者名、
書名、ISBNコード、キーワードなどから検索することが可能だ。サー
ビスエリアは全世界をカバーしていて、$3.85以上の注文であれば、世
界中のどこにでも配送してくれる。 ●MacintoshのFTPツール「Fetch」

米国ダートマス大学で開発されたFetchは、自分のコンピュー
タ内でファイルを移動する感覚で、FTPコマンドを実行してく
れ、BinHex形式ファイルの自動デコード機能も備えている。
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［4］Gopher、WWW（World Wide Web）

インターネット上では、数多くのサイト

が情報を提供している。これらの情報を

効率よく検索するシステムが、Gopherお

よびWWWである。

GopherおよびWWWは、よく図書館

での書籍検索に例えられる。所蔵してい

る図書は、図書カードにその概略が記入

され、カードは分類されてケースに収め

られている。そのほかに、他の図書館の

蔵書目録も用意されている。探している

情報がもしその図書館の図書カードに見

つからない場合は、他の図書館の蔵書目

録を探すことになる。

GopherおよびWWWの場合は、他の

図書館の蔵書目録の代わりに、他の図書

館への「行き方」が返される。他のサーバ

の「IPアドレス」が返されるわけである。

情報を検索する人は、次にこのIPアドレ

スを用いて目的のサーバにアクセスし直

すことになる。

インターネットでは、これを「他のサー

バへのリンク」といっている。Gopherお

よびWWWは、このリンク情報を扱える

のが特徴である。

そこで、サーバの中には、電話帳や百

科事典のインデックスのように、リンク情

報を専門に提供するサイトがある。自分

の欲しい情報を検索するとき、ここを出

発点にすると、効率的に検索が可能にな

る。

Gopherは、メニュー形式の
情報検索システム

Gopherは、キャラクタベースの情報検

索システムである。したがって、どのよう

な 端 末 でも 使 用 することができる。

WWWの登場によって主役の座を奪われ

てしまった感もあるが、まだ数多くのサ

イトがGopherで情報提供をしている。

ただ最近は、X WindowのXgopherや

MacintoshのTurboGopherのようにGUI

によって、操作性の優れたGopherクライ

アントソフトウェア（情報を提供する側で

はなく、検索する側のソフト）がフリーウ

ェアとして配布されている。

マルチメディアに対応した
情報検索システム、WWW

WWWは、テキスト以外に、音声、画

像、動画などを扱うことができる情報検

索システムである。いくつかのクライアン

トソフトがあるが、NCSA（National Center

for Supercomputing Applications）で開

発されたMosaicが事実上の標準ソフトウ

ェアとなっている。

Mosaicでは、画面上の画像や文字な

ど、ある決められた場所をマウスでクリ

ックすると、そこに設定されている情報

に従ってリンクするようになっている。

たとえば次のページの図のように、左

上のCountry Map画面では、国旗と国の

●Gopherで提供される気象情報（gopher://wx.atmos.uiuc.edu）
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地形をもとにデザインされたアイコンに、

それぞれのリンク情報が設定されている。

もしクロアチアのアイコンをクリックする

と、「http://tjev.tel.etf.hr」というURL

（Uniform Resource Locators）に従って

クロアチアのサーバに接続し、そのホー

ムページを表示する。

さらにクロアチアのホームページで、

Zagrebという地名の下にあるアイコンを

クリックすると、同じサーバにあるZagreb

の紹介ページが表示されるといった具合

だ。

Mosaicであるサーバにアクセスする場

合は、OpenURLというメニューを選択し、

目的のサーバのURLを入力する。たとえ

ばNTTなら「http://www.ntt.jp」と入力

すればよい。Mosaicは、NTTのWWWサ

●WWWでの、他のサーバへのリンク

ーバを呼び出し、そのホームページを表

示する。

Mosaicには、情報検索に便利ないく

つかの機能が装備されている。その１つ

は、Hotlistと呼ばれる「しおり」機能であ

る。また後日アクセスしたい画面がある

ときは、Hotlistに登録して保存しておく

ことができる。

またHTMLというマークアップ法で記

述すると、クライアント側にもLocal Home

Pageを作ることができる。いつもアクセ

スするサーバはLocal Home Pageに登録

しておくと、使い勝手がよい。

さらにMosaicでは、WWWサーバのほ

かに、FTPやGopherのサーバもアクセス

することができる。ユーザーが切り替え

の操作をしなくても、リンク情報のURL

をチェックしてアクセス方法を自動的に

切り替えてくれる。

なお、音声、画像、動画などの再生は、

他のソフトウェアを起動する方式になって

いるので、必要に応じてこれらのソフトも

インストールしなくてはいけない。

現在のMosaicは、UNIX用のXmosaic

のほかに、Ma c i n t o sh バージョンと

Windows バージョンも配布されている。

ただ、NCSAのオリジナル版は正しく日

本語表示ができないので、注意が必要だ。

最新情報は NCSA MosaicHome Page

（http://www.ncsa.uiuc.edu/SDG/Softw

are/Mosaic/NCSAMosaicHome.html）

に提供されているので、そちらをアクセ

スするのがよい。

●http://www.metu.edu.tr（トルコ）

●http://eeb.ele.tue.nl（オランダ）

●http://tjev.tel.etf.hr（クロアチア）
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インターネット上には、数人の仲間あるいはた

った1人で運営しているWWWサーバが数多

くある。これらの「ミニ放送局」は、自分たち

の楽しい話題、好きな音楽、気に入っている

他のサーバなどの情報を提供している。彼ら

の作るホームページは、カラフルなイラストや

写真などを多く使っていて、凝ったデザイン

が多い。画像データを読み込むまでにちょっ

と時間がかかることもあるが、どのサーバも

とにかく楽しいのだ。

たとえば、最近注目されているサンフランシ

スコのInternet Underground Music Archive

（IUMA）は、まだ無名のミュージシャンの作

品を数多く紹介している。音質はCDには及

ばないが、ダウンロードして実際に聞くこと

ができる。

また、日本でもマルチメディアタレント高城剛

氏の率いるフューチャーパイレーツなどが情

報の発信を開始した。まだ工事中なので情

報は多くないが、これからが楽しみだ。

インターネットの良さは、誰もが主役になれる

こと。もし放送局を作りたいと思ったら、必

要な器材とソフトを揃えてセットアップすれば、

誰でも開設することができる。

まだ我が国ではWWWサーバを運用するのに

欠かせないに専用回線の値段が高いので、実

際には誰もが作れるとは言えないが、近い将

来、きっと米国のように楽しいサーバが多く

出現することだろう。

ただインターネットのミニ放送局を巡り歩くよ

り、自分でミニ放送局を作ったほうが、何倍

も楽しめることはうけあいだ。世界に向かっ

て自分たちの声を送り出す楽しさを、あなた

も、ぜひ体験してほしい。

インターネットの「ミニ放送局」を作ろう

最近インターネットで話題を集めている

のが、米国コーネル大学で開発された

Video Conference System「CU-SeeMe」

である。要するに相手の顔を見ながらチ

ャットができるシステムのことだ。このシ

ステムを使うと、世界のどこにいても、

インターネットに接続さえできれば、リア

ルタイムで話し合うことができる。

そのために必要な器材は、Macintosh

またはWindowsの稼働しているパソコン

とビデオキャプチャーボード。また当然の

ことながら、画像を撮影するビデオカメ

ラも必要である。

このシステムでは、チャットに参加する

人は、どこかのサーバに（このシステムで

は「リフレクタ」と呼ばれている）アクセ

スする。もしすでに誰かがチャットしてい

れば、画面にその人数分と自分のウィン

ドウが開かれる。参加できる人数は、最

大８人までだ。キーボードから文字を入

力すると、自分のウィンドウの下部に表

示される。たとえば最初は「Hellow, can

you see me? 」などと話しかけるわけだ。

相手がこのメッセージに気づいたら、こ

ちらにメッセージを送り返してくる。

このシステムで問題になるのが電話回

線の伝送速度。インターネットマガジン編集

部で実験したのはISDNによる38.4kbps

の公衆回線だったが、画像を完全に伝送

しきれていない。それでもお互いの顔を

見ながらのチャットは、十分楽しむことが

できる。

［5］CU-SeeMe

●CU-SeeMeによるチャット

●フューチャーパイレーツのホームページ
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インターネットをサイトからサイトへ巡るのは、とにかく面白い。一度その楽しみを味わって

しまったら、もはや後戻りはできない。興味のあるリンクをたどって行くと、いつしか迷宮

へ足を踏み入れ、時間が経つのを忘れてしまう。現実か、それとも夢か、ディスプレイに

現われるメッセージは、不思議な時間と空間をもって、それを見入る人を虜にする。あな

たも、もうこの誘惑から逃れることはできない。

トロントからのインディーズ
レーベル情報に注目
Private World's Online Shmooze
(http://io.org/~pwcasual/)

カナダ・トロントのネットワークサービスプロバ
イダー、Internex Online社が運営しているサ
ーバー。インディーズレーベルの情報が充実し
ている。他にもラジオチャート、ミニコミ誌な
どの情報を提供している。リンクリストも要
チェック。

Doctor Funは、毎日インターネット
で配信されるCartoon
The Doctor Fun Page
(http://sunsite.unc.edu/Dave/
drfun.html)

発行し始めてから、すでに1年。ウイークデ
イの毎日、謎の人物デーブ・ハーレイはその
日の世相を風刺して、１コマ漫画を描き続
けている。北欧では翻訳版も発行されている
という人気ぶりだ。

アートギャラリーOTISは、
いま最高にエキサイティング
The OTIS Project
(http://sunsite.unc.edu/otis/
otis.html)

新しい時代のアートに触れたいなら、この
OTISを訪れよう。ここでは、これからの時代
を担う新人たちが才能を競い合っている。こ
こで発見されたアーティストは、すでに
WIREDマガジンや他の雑誌で活躍している。

マックス君はインターネットの
人気者
The Max Headroom Section - XXIII 
(http://www.net23.com/0/max/main.html)

日本のCMで「ぜろぜろーぜろわんしょーっぷ」
と情けなく歌っていたマックス君だが、本当
はイギリス生まれの「本物」の人気テレビキ
ャスターで、かつSFドラマの主人公だ。
net23.comでは、マックス君の生い立ちから、
SFドラマのスクリプトや動画まで見られるぞ。
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分野別に分類されたリンクは、
ネットツアーの出発点に最適
The Whole Internet Catalog
(http://nearnet.gnn.com/wic/
newrescat.toc.html)

「TheWhole Internet」で知られる米国O'REILLY
社が提供するWWWサーバ「GNN」には、世
界中のWWWサーバへのリンクページがある。
インターネット上でどのような情報が提供され
ているかを知るにはお勧めのサイトだ。

RS/6000の情報なら、どこより
も早いIBMのWWWサーバ
IBM RISC System/6000
(http://www.austin.ibm.com/)

IBMのUNIXマシンRS/6000の生まれ故郷で
ある米国テキサス州オースチンにあるのが、
RISC System/6000 WWWサーバ。ハード、
ソフト、ユーザーサポートなど、その充実ぶ
りは要注意。最新OS、AIX 4.1についての情
報が欲しいなら、ここにアクセスすると良い。

MicrosoftもWWWで情報提供
サービスを準備中
Microsoft World-Wide-Web Server
(http://www.microsoft.com/)

MicrosoftのTCP/IP開発チームがWWWサー
バを立ち上げた。まだ準備中だが、Windows、
MS-DOS、Chicago、Windows Socketなどの
情報を提供している。詳しい情報を得るには、
anonymous FTPサイトf tp .microsoft.comを
アクセスした方が良い。

ただいま「恐竜展」を開催中。
ガイド付きツアーも可能
DILOPHOSAURUS!-A Narrated Exhibition
(http://ucmp1.berkeley.edu/dilophosaur/
intro.html)

Dilophosaurusの発見者であるサム・ウエル
ス教授がナレーション付きで案内する電子博
物館。Dilophosaurusがどのようにして発見
されたか？Dilophosaurusとは、どのような
恐竜か？などについて、解説されている。

中国と日本を結ぶインターネットリンクが、ついに開かれた
Institute of High Energy Physics, Beijing
(http://www.ihep.ac.cn/ihep.html)

8月 2日開通したのは、北京にあるIHEP
（Institute of High Energy Physics）と筑波
の高エネルギー物理学研究所を結ぶ回線だ。
ITJの64kbps衛星チャネルを使って実現され
た。今後、上海と北京を結ぶ光ファイバーリ
ンクが完成すれば、さらにバンド幅が広げら
れ、東京および米国への直接リンクも可能に

なるとのことだ。当面は、まず128kbpsに上
げて、インターネットによるビデオ会議を実現
するのが目標とのことだ。
IHEPのWWWサーバには、The China Home
Pageがあり、万里の長城の美しい景色をサ
ービスしている。回線が混んでいないときを
見計らってアクセスしてみると良いだろう。

THE INTERNET WORLD
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Hunger Webは、飢餓撲滅のためのキャンペーンサーバ
Hunger Web
(http://www.het.brown.edu/hungerweb/)

「あなたがこのHunger Webを見ている5分間
に、120人以上の子供たちが飢餓のために死
んでいる」というショッキングなメッセージを
投げかけている。「私たちはそれに対して何を
しようとしているのか？」と彼らは問いかけ
る。彼らの主張によれば、飢餓は、政治だけ
の問題ではなく、農業だけの問題でもなく、

経済だけの問題でもなく、また倫理だけの問
題でもない。飢餓は、それらが複合した問題
である。そして、それは決して克服できない
問題ではない。このサーバは、飢餓問題を扱
う他のサーバへのリンク、国連や米国政府の
活動報告など、研究のための資料も豊富に集
められている。

バーニー君は、紫色の恐竜。
インターネットでも人気ものだ
Yep, It's Barney's Page
(http://www.galcit.caltech.edu/~ta/
barney/barney.html)

TVショーで人気もののバーニー君は、インタ
ーネットでもニュースグループを持つほどの人
気ものだ。聞くところによると、バーニー君擁
護派と反対派の論戦がインターネット上で繰
り広げられているらしい。

子供たちの夢を育んできた木製
玩具の展示サーバはイタリアに
THE WOODEN TOY
(http://vega.pd.astro.it:8080/forms/
mostra/mostra_i.html)

18世紀から20世紀中頃までのヨーロッパの
古い木製玩具を収集して展示している。ピノ
キオのような木の人形、水泳レースやフット
ボールのゲーム、人形の家、ボートやそりなど
のアウトドアゲームなど楽しいものばかりだ。

SGIの3Dワークステーションで
DOOMを楽しむなら必見
SGI DOOM FAQ
(http://cornelius.ucsf.edu/~troyer/s
gidoomfaq.html)

DOOMの人気はすごい。ついにシリコングラ
フィックス社の3Dグラフィックワークステーシ
ョンにまで移植してしまった。SGI DOOM
FAQは、それらのユーザーにコンパイルのた
めの、きわめてマニアックなサーバである。

世界保健機構WHOは、インター
ネットで広報活動をしている
The World Health Organization World-
Wide Web Server
(http://www.who.ch/)

情報公開の進んでいる米国では、多くの官公
庁がインターネットを通じて情報提供をしてい
るが、国連の１組織であるWHOも同様に、
スイスからインターネットで活動報告を流して
おり、ニュースなどを閲覧することができる。
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時間への考察あり、フラクタル
アートありで、超ユニーク
The MkzdK site
(http://www.nets.com/site/mkzdk/
mkzdk.html)

インターネットで、一種新興宗教の教祖的な異
彩を放っているのがMkzdKサイトである。
「我々は時間を旅することができるか？」など
意味深い問いを発している。精神世界への旅
立つ人よ、MkzdKへ来れ。

著者が自ら朗読する電子
ラブストーリー「LOVE Enter」
Contemporary Fiction
(http://www.het.brown.edu/people
/mende/books/)

1993年のLos Angels Times Book Prize for
First Fictionを獲得したラブストーリーであ
る。このサーバでは、著者Paul Kafkaが自ら
朗読する物語を聞くことができる。英語のヒ
ヤリングの勉強にも役立ちそうだ。

美女が好きなのは、なにも
フランス人に限ったことではない
Femmes femmes femmes je vous aime !...
(http://www.cnam.fr/bin.html/
imageWWW)

すでに10,000,000ファイルがダウンロードさ
れたと報告しているのは、フランスのサーバ
「Femmes femmes femmes je vous aime !...」。
アクセスの度に違った美女が相手をしてくれ
るのが楽しい。

インターネットのニュービジネス
「電子広告代理店」は大忙し
The Internet Plaza
(http://storefront.xor.com/)

新しいメディアは、新しい広告のスタイルを
創る。インターネットにも有料で広告を掲載す
る「電子広告代理店」が出現した。これまで
に何人アクセスしたかカウントが表示され、情
報配布メーリングリストに登録することがで
きる。

オンラインショッピングは、インターネットのWWWで
Internet Shopping
(http://www.internet.net/)

Internet Software社のオンラインショッピン
グシステムInternet Shoppingは、在庫品数
の多さと充実したカタログが特徴だ。600社
の製品15,000点以上を扱っている。現在、
お試し用のデモソフトをダウンロードできるよ
うに準備中だ。利用するときは最初に電話ま
たはFAXを使ってメンバー登録し、メンバー

番号をもらう。以後は、メンバー番号を入力
するだけで、注文ができる。他の店の価格と
比較をするためのウィンドウショッピングだけ
なら登録の必要はない。1994年8月以降は
海外からのオーダーも可能になるとのことだ。
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